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2013 年度に中辻先生にホストになっていただき客員教授として物性研に何度も訪ねさせて頂きました。共同研究以外

にも、他の所員の先生方との研究の打ち合わせ、関係者が集まったミニ研究会など多彩で興味深い時間を過ごさせて頂き

ました。 

私は、六本木時代の物性研で X 線測定室の助手を 5 年間勤めていました。20 年も前の話で、当時は昭和 30 年代の納入

シールの貼られた装置がずらりと並んでおり、さながら博物館のようでした。しかし、毎年のように物性研から予算が投

入されて新しい装置に順次置き換わり、私自身も所内の多くの方々と多種多様な共同研究をさせて頂いていました。当時

は訳も分からず熱い議論に参加させて頂いておりましたが、物性研におられたある重鎮の理論の先生にしみじみと、「君は

いつも面白い系の研究をさせてもらっているね～」と褒められたのだか皮肉られたのかよくわからないコメントも懐かし

い思い出です。その後、助手を任期満了し某国立大学や国立研究所を転々として現在は名大に席を置かせて頂いています。

学生時代から X 線回折を主軸とした研究を行ってきましたが、最初手作りに近い粉末回折計と解析用のソフトウェアを用

いた銅酸化物系の未知物質の同定から始まり、分子性結晶や磁性酸化物の電荷とスピンの自由度が絡まった物質系の相転

移現象などを扱ううちに「もっと強い光を」と放射光 X 線も利用するようになり、KEK PF から SPring8 のビームライ

ンの立ち上げのお手伝いもさせて頂きました。この間に放射光施設の実力も飛躍的に上がり、10 年前にはとても無理だと

(私が)思っていた軌道電子の秩序状態の可視化にもなんとか辿りつけそうです。どうやら「見えて」いるらしいことを、

国内の学会や国際会議、物性研談話会でも紹介していますので、ご存知の方もおられるかもしれません。 

X 線回折は、目に見えるフーリエ変換ともいえるよく知られたプロセスであり、技術的な問題があっても学術的な意義

があるかどうか疑問を呈する方も多いと思われます。この点について個人的には賛成ですが、だから“枯れた技術で誰で

もできる分析測定”であるというのはどうやら間違いのようです。特に、精密解析を行ってみると現状の装置の精度や解

析方法の問題点が次々に明らかになります。我々は、装置の高度化と同時に解析ソフトウェアの見直しも行い、最近やっ

と信頼に足るような手法を確立しつつあります。この結果、やはり誰でもが使えるような装置というのは理想であり、回

折現象の専門的な知識をある程度持つ研究者が実験に携わらなければ、得られた結果について信頼がおけないという結論

に達しました。 

最近我々が精密解析を行っている Mott 絶縁体の軌道秩序や分子性結晶におけるフロンティア軌道の分布などは、他の

実験手段とは比較にならないほどの精度でその空間電荷分布を観ることが出来ます。こうなってくると、基底状態から励

起状態へという物性研究の王道とは異なってきて、第一原理計算との直接比較や、外場応答を用いた励起状態からの類推

などが必要になってきます。更に、私自身はこの精密解析を物性研究における屠龍の技とせずに、どこへ向かわせるべき

か？といった禅問答のような壁の前に佇んでいます。このような、哲学的な疑問の拠り所として物性研究所に期待させて

ほしい今日この頃です。 

筆が乗ってきたので、最近の経験をもう一つ。競争的資金の競争率が昔から比べると緩和されたために、各大学、研究

所には最新鋭の装置が多く配備されて実験データの質も上がってきました。一方で、その競争に打ち勝つために、流行り

ものや産業利用を見据えた(ように見える)系といった研究対象がもてはやされているようです。中にはいわゆる物性研究

として位置付けるのはどうかと思うものもありますが、一方で例え基礎的な学術研究と雖も「何の役に立つのか？」と世

間から問われるのも事実です。 

最近、企業と共同研究で行った新しい白色 LED 光源のための新物質蛍光体の開発についてお話しましょう。市販され

ている白色 LED はまぶしいのに明るくないという不思議な光源です。その理由は、透過力の高い青色 LED の光とこれを

励起光にした蛍光体の黄色光を混ぜることで白色光をつくるという原理にあります。青色光というのは遠くからも見えま

すが、目に眩しく滲みやすい性質を持ちます。新しく開発した蛍光体は青色光より波長の短い紫色光を吸って黄色光を発

客員所員を経験して 
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光させます。これは発想の転換で、青色光が目に眩しいのに対して、紫色光は漏光を直接見てもあまり眩しくありません。

この紫色光を励起光にした黄色と青色の 2 色の蛍光体を混ぜると、柔らかな無指向の暖白色光を発します。これが、新し

い白色 LED の種です。 

驚いたことに、このような正に応用を見据えた物質開発の報告が、いわゆる物性研究の立場でなされていないことです。

実際、蛍光体の結晶構造中の発光サイトとその結晶場計算によるストークスシフトを明らかにしたという報告は殆どあり

ません。この蛍光体の結晶構造からその発光機構までを丁寧に読み解いて、この物質の特異性を明らかに出来ました。そ

の後、私からこの新蛍光体研究の最終段階は 2 択であることを企業側に伝えました。全く世間に報告しないか、世界的に

有名な雑誌に投稿して旗を立てたことを公表するかです。結局、この企業は後者を選び 1 年も待たずに多くの賞を受賞し

各界から注目を集めています。 

さて、この経験から提言したいことは、我々物性研究者の産業へのかかわり方です。多くの場合、物性研究者は自分た

ちの研究対象としている系が応用的に役に立つかどうかを発信することが説明責任であると考えているようです。確かに、

このような研究が当たると社会的にも大変輝かしい成果となります。しかし、そのような形の研究で十分な実入りがあっ

たことは数えるほどしかなく、パテントなどの関係からも発展性は低いと言わざるを得ません。一方、技術的、知識的な

情報については一企業の中で閉じるのは難しく、かといってどこに相談を持ち込めばいいか明確ではありません。最先端

の研究技術を持つ研究者は、自分たちのテーマの延長ではない新しいスタイルとしての企業との協力研究に 1～2 割程度

のエフォートを割かれては如何でしょうか？これが、長い目で見ると「もの作り日本」を支える一つの柱になるでしょう。 

客員に呼んで頂いたお礼もそこそこにして勝手な雑感を披露いたしましたが、物性研のますますの発展を応援させて頂

きたいと思っています。 

  


